
2026 年 4 月 29 日 

神戸大学ラグビー部 OB 会事務局 遠藤 

 

2026 年度神戸大学ラグビー部 OB 会総会（議事録） 

（1） 日時 ： 4 月 26 日（日） 9：30～12：50  （13：00 より深江キャンパス食堂で懇親会） 

（2） 場所 ： 神戸大学深江キャンパス 梅木 Y ホール 

（3） 式次第： 進行）遠藤 

1) 亡くなった OB への黙とう 

2) 総会の成立確認 

3) 議事討議 

（4）  出席者 ： 40 名 

（5）  議案 

 議案 【承認】or【報告】 説明者 時間 

1 2025 年度 OB 会活動報告及び 2026 年度活

動方針【承認】 

坂下会長 

 

9:30～9:40 

2 2026 年度組織改編と理事の選出【承認】 坂下会長 9:40～9:50 

3 現役チームの活動状況【報告】 

 

畑中共同主将 

左村共同主将 

桑田監督 

磯江理事 

小松理事 

山口理事 

9:50～11:15 

- 休憩 － 11:15～11:25 

4 2025 年度決算（年会費）【承認】 遠藤 11:25～11:35 

5 2026 年度予算案（年会費）と年会費および

OB 会規約の変更【承認】 

遠藤 11:35～12:00 

6 東京支部活動状況【報告】 鬼丸理事 12:00～12:05 

7 広報・コミュニケーション委員会活動状況【報

告】 

川北理事 12:05～12:15 

8 OB 会活性化プロジェクト活動状況【報告】 大野副会長 12:15～12:25 

9 芝生化推進委員会活動状況【報告】 田中顧問 12:25～12:30 

10 2025 年度神戸大学基金収支【報告】 遠藤 12:30～12:35 

11 今後の深江 G 芝生維持管理について【承認】 田中顧問 12:35～12:45 

12 事務局からのお知らせ 遠藤 12:45～12:50 

＊議案 1、2、4、5、11 は OB 会総会における承認事項 

  



（6）結果 

・議案 1、2、4、5、11 について一括決議を取り、賛成多数で承認された。 

（7）補足説明・質疑応答等 

・議案２： 

・若手 OB 活性化のため、学年幹事の見直しやキーマンの発掘に努める。 

・議案３： 

・現役幹部（畑中共同主将、左村共同主将）が今期の方向性を報告 

スローガン：覚悟 

目標：C リーグ優勝、B リーグ復帰。復帰後も B リーグに居続けるレベルまで引き上げる。 

・OB から：単なる目標ではなく、必達目標である。「覚悟」は現役幹部だけでなく、部員全員に浸

透しなければ、必達目標を達成することはできない。 

・山口理事から AT と SC の必要性について説明 

 ・未来の選手を守り、強くするために専門スタッフの導入が不可欠←資金調達必要 

 ・先日、BK のパス回しの練習を見たが、相手を付けていないにもかかわらず１０回に１回ぐら

いミスをし、ミスをしても厳しい指摘の声がない。印象は、弱いチーム。 

 ・フィジカルチェック項目のひとつ（下肢筋力）の結果を見ると、ラグビー選手としての目標値を

達成している選手はわずか 8 名（38％）。正しい指導を受けてトレーニングを実践すれば、

誰でもフィジカル強化を図れ、怪我のしにくい体を作ることができる。 

・議案４： 

・会計担当の藤井理事が体調不良のため欠席につき、遠藤が代理で報告した。 

・収入の部「４ 雑収入・利息」の差異「-40,000」が間違っているとの指摘あり。正しくは、

「25,545」。実績の数字は合っているので承認を得た。 

・議案５： 

 ・学生から要求があり、山口理事から必要性を力説された SC と AT、およびスポーツ映像解析ア

プリの導入等のためには年会費の値上げが必要。 

  6,000 円→10,000 円、 12,000 円→20,000 円。 

  引落時期は例年通り、６月末に一括。理由は、前年度繰越が十分にあるわけでなく、６月末に

一括にしないと資金ショートが発生するため。 

 ・年会費値上げを、総会に出席していない OB の理解を得るため、総会終了の早い時期（５月上

旬）に対策を取る。具体的には、会長名直筆のレターを郵送する方向で進める。 

・収入の不足分を値上げをだけでなく、徴収率の向上も並行して行うべきである。年代別の徴

収率を調べ、活用してはどうかの提案があった。 

・議案８： 

 ・現役の覚悟を見極めるためにグラウンドに足を運んで頂き、甘い言動があれば叱咤してやって

ほしい。 

 ・会費集めの努力と共に即効性ある支援として寄付が必要。事務局の努力で税額控除が可能



に。丁寧な説明資料もメール＋HP に掲載済み。 

 ・OB の方々へは、「俺らの時は・・・」は今年は封印してほしい。 

・議案１１： 

 ・議案９に引き続き、田中顧問が説明予定者の遠藤に代わり、芝生化の経緯、芝生維持管理の

現状と今後の方向性を説明した。結果、芝生維持管理の現状、問題意識及び進め方について、

総会出席者と共有することができた。 

・説明の概要は次の通り。「コロナ期が明けてグラウンドの使用頻度が増えると、芝生の傷み具

合がひどく、OB が手弁当で芝刈り等で支出抑制をしているのにもかかわらず、’24 年度、’25

年度は、当初、想定していた以上の維持管理費を必要とした。今年度は、様々な資金獲得策

と支出抑制策の検討を行い、来年度の総会で結論を出したい。」 

・大学のスタンス：2017 年の芝生化計画が立ち上がった際、学内の認識としては「今後も含めて

大学からの持ち出しは一切発生しない」とされている。大学からの支援金の計上や外部使用

団体への追加徴収等のご相談には根本的に応じられない。水道代の大学負担は継続する。 

・質問：「グラウンドの命名権、企業広告（グラウンドに企業広告を掲示等）による徴収」に対して、

大学回答は「手を挙げてくれる企業が実際にあったから話を聴いてほしいということならともか

く、そのような戦略を立てるための打ち合わせには応じかねます。」とのことだが、実際に企業

から話があったら、大学は話を聴くということか？ → 回答：はい、そのように理解している。 

・オンライン参加者の感想： 

1. 総会資料を事前配布もしくはせめてオンライン上で共有して欲しかった。 

2. 質問者はマイクなしのほうが内容を聴き取りやすかった。 

3. 質問したくて挙手したけど見えなかったようだ。 

4. 若い世代の OB 会参加にこの WEB 参加は有効と思った。気軽にお手軽に参加できて OB 会

の目指しているところがよく理解できた。 

 → 対応案 

・事前に資料をホームページの OB 会員ページにアップロードし、参加者に伝える。資料の容

量が大きいため、メールでの送付は避ける（受信者側での容量制限があるため）。 

   ・開始前に、オンライン参加者と聴きやすさの確認を行い、調整する。 

   ・進行役に補助員を付け、ＰＣ画面共有や質問者へのマイク渡し等の補助をしてもらう。 

 

以上 

  



別紙 2026 年度 OB 総会・懇親会 出席者リスト（敬称略） 

 

卒業年次 氏名 総会 懇親会  卒業年次 氏名 総会 懇親会 

S32 安中 一雄 ◯ ◯  S57 坂下 清信 ◯ ◯ 

S37 平井 匠 ◯ ◯  S57 中本 和夫 ◯ ◯ 

S38 山中 俊太郎 ◯ ◯  S58 武田 温代 ◯ ◯ 

S40 國澤 健一 ◯ ◯  S58 仁張 正之 ◯ ◯ 

S43 田畑 芳彦 ◯ ◯  S58 向井 孝博 ◯ ◯ 

S51 松井 健 ◯ ◯  S60 遠藤 勉 ◯ ◯ 

S52 河野 雄造 ◯ ◯  S61 山口 基 ◯ ◯ 

S52 木村 勇治 ◯ ◯  S62 ⿁丸 省一 ◯ ◯ 

S52 中﨑 恭平 ◯ ◯  S62 柴田 俊介 ◯ ◯ 

S52 山形 輝雄 ◯ ◯  S63 大野 慎治 ◯ ◯ 

S53 磯江 憲夫 ◯ ◯  S63 福本 裕郁 ◯ ◯ 

S53 田中 計久 ◯ ◯  H01 粕本 佳孝 ◯ ◯ 

S53 山入端 邦男 ◯ ◯  H03 上岡 秀雄 × ◯ 

S54 小松 規秀 ◯ ◯    上岡エミリー × ◯ 

S54 酒井 亮一 ◯ ×  H03 野口 善行 ◯ ◯ 

S55 池内 宏 ◯ ◯  H03 堀口 祐司 ◯ ◯ 

S56 辻野 智己 ◯ ◯  H03 山際 和彦 ◯ ◯ 

S57 有明 志郎 ◯ ◯  H03 渡辺 敬倫 ◯ ◯ 

S57 安積 英幸 ◯ ◯  H08 青井 貴之 ◯ ◯ 

S57 川北 登志雄 ◯ ◯  R04 桑田 雅也 ◯ ◯ 

S57 川端 倫人 ◯ ◯  S63 安藤 豊 ◯ × 

 

（注）S63 安藤さんはオンライン参加。 



2025年度 S27-S39 S40-S49 S50-S54 S55-S59 S60-S63 H01-H05 H06-H10 H11-H15 H16-H20 H21-H25 H26-H30 R01-R07
対象者数 31 49 46 50 58 86 96 52 57 44 48 65 682
納入者数 4 19 28 30 40 40 45 21 28 6 10 26 297
納入率(%) 12.9 38.8 60.9 60 69 46.5 46.9 40.4 49.1 13.6 20.8 40 43.5
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